
自主・正義・敬愛
～子どもは地域の宝～

福井市鷹巣中学校だより年末特大号

令和２年１２月１４日発行
１．将来を思い描く－鷹巣に育ち、鷹巣で学んだことを生涯の誇りに－
＜鷹巣中学校めざす生徒象＞

（１）夢や目標を持ち粘り強く挑戦し続ける子

（２）自分の思いや考えを、根拠をもとに自分の言葉で伝えられる子

（３）地域の人・自然・文化に積極的に関わることができる子

これら３つの目標が実現できるように、コロナ禍の中、『社会に開かれた教育課程』

を再編し、教育活動に取り組んできました。これからの社会がどんなに変化して予測困

難になっても、自ら考え自ら学び判断して行動できるような力を伸ばすことを第一に。

『遠きに行くは、近きよりす』の通り、実現に向けて、目の前のことをちゃんとやることを
心がけました。ひとつひとつやり抜くことで、自ら新しいものに気がついたり周りから

力をいただいたりしたことがありました。時代の変化に生徒や学校が対応しながら、視

野を広げ外の世界とつながって、地域に新しい風を吹かせます。

２．未来はつくり出せる－生徒たちの成果－
（１）１つのＰＲ活動から

１１月２０日夕方、学校を

訪ねてきた人から渡された１

通の手紙。読んだとき「思い

は必ず通じる」自分を信じて

やり抜くことが大切であると

実感しました。令和元年５月、

当時の(今の)３年生は総合的

な学習の発表で金沢に鷹巣の

魅力アピールに出かけまし

た。そこでの素敵な出会いが

あったのです。それは糸のよ

うにつながっていきます。あ

りがたいことです。

今挑戦することは、先につ

ながっています。まいた種は、

必ず、芽を出し花を咲かす。

これからの、１年生、２年生

の総合的な学習での地域への

働きかけに期待します。
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（２）１つの体験から

１２月４日、１年生は雅楽体験学習を行いました。福井雅

楽会の方を講師に招き、篳篥や龍笛、笙の音色を聞いたりつ

くったり演奏したりしました。鷹巣地区の伝統芸能として『糸

崎の仏舞』があります。全国８つあるうちの１つです。しか

しながら、少子高齢化に伴い踊りや演奏する人が減少し継承

していくことが課題となってい

ます。当日は、糸崎寺仏舞保存

会の水間さんにも授業を参観して 篳篥と笙の鑑賞

もらいました。一人一人が、講師の方が準備した、塩ビの筒

で龍笛や篳篥を手作りしました。担任の結川先生は、勝山出

身で篳篥、龍笛の吹き手です。生徒や先生、講師の方による

素敵な演奏会になりました。講師の方の感想です。『今日は

笙の体験 新しい経験させていただきありがとうございました。』と。

（３）１つの挨拶から

１２月８日午前中に、トラックの運転手の方から電話がありま

した。荷物の運送の途中、国道で押しボタンが押され信号が変わ

り車を停めたそうです。積荷を早く届けたくて、気持ちが焦って

いたときでした。男子生徒が渡った後で、振り向き帽子を脱いで

挨拶をしました。声は聞こえなかったけど、口元が『ありがとう

ございました』と動くのがわかりました。そのとき、『あっ』と気

がついたそうです。『慌てたり焦ったりしてはいけない。安全運転

第一である。』と。心が洗われたようで、どうしても感謝の気持ち

を伝えたくて学校に電話をかけてこられたのでした。
国道305号交差点

（４）１つの挑戦から

１２月７日に県立福井大学村上教授と学生達が来校し、

世界健康フォーラム『モナリザ賞』受賞の報告を受けまし

た。世界健康フォーラムとは、「食はいのち」として、「栄

養改善に努めて、一人一人の命の価値を十分に発揮」でき

るように「健康寿命の延伸につながる『食育』や『食環境』

の改善に寄与する研究

や実践活動に対して、

毎年１つの団体を表彰 福井県立大学の皆さんと一緒に

しています。」２年生は、総合的な学習テーマ『SDGs
(持続可能な開発のための１７の目標)探求』を掲

げ、１年生から鷹巣地区にある資源

(自然、歴史文化など)に関わって学

習を継続してきました。

今年度､鷹巣海岸で獲れるアカモ

ク に 着 目 しまし

た。鷹巣漁業協同

組合や福井県立大

学と連携して､鷹

巣産のアカモクを

健康食材にした料 アカモクを食材にした調理実習

理に挑戦しました。県立大学と協同で､アカモクを

摂取することが健康増進につながることを検証し､

その成果を令和３年世界に発信する予定です。


